
 

 

 今回の「相談支援つうしん」は、夏休み中に行われた公開研修会のアンケ

ートについての紹介と教材・教具展についてお伝えしたいと思います。  

 

 

 

 

  

  

最初のスライドに表記されていた「共感」という言葉。アンケートの記述

欄には、この「共感」についてのコメントがたくさんありました。「自閉症

の世界は別物」であるから、行動として見える部分

だけでなく、その内面「どんなふうに感じているの

か」を理解しなくてはいけない。“日々の指導の中

で、共感が充分にはできていなかった”という反省

や“共感の大切さを再確認した”という記述が多数

ありました。  

 自閉症の方に共感するためには、その障害特性を知ることが必要です。こ

の研修を聴いて“今まで接した自閉症の人たちの言動に納得しました”“動

画を使ったわかりやすい内容で、自閉症の障害特性について理解を深める

ことができました”というコメントもたくさんありました。今後の研修会へ

の要望には、自閉症についてもっと詳しくお話を伺いたいとう希望がいく

つかありました。   

 そして、“この研修で学んだことを今後の指導に役立てたい”という意気

込みもありましたが、みなさん新学期から指導に活かすことはできていま

すか？子どもの思いに共感しながらも学校生活の流れとどう折り合いをつ

けたらよいか…、研修の中では障害特性について理解で

きたつもりだったけど、一人ひとりの子どもを理解する

となるとやっぱり難しい…など悩んでいませんか？そ

んなときは、相談支援係に声をかけてみてください！一

緒に子どもの指導について考えていきましょう ! !  
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教材・教具展の相談支援コーナーには、こんな展示をしました。  

＜個別スケジュール＞  

 シンボルマーク、文字、活動

場所の写真など子どもに応じ

て分かりやすいものを作成し

ています。高等部では初めて

の現場実習に見通しが持てる

ように写真と文字で表記した

スケジュールを作成して使用

しました。                

＜コミュニケーションブック＞  

 カードの大きさ、枚数など子ど

もの実態に合わせて作ってあり

ます。  

右側のブックは、文字を指差し

して意思表示するための 50 音

表が入っています。  

 もっと詳しく見たい！等の希望がありましたら係にお知らせください。  

 

相談カード（教員用）  記入日  令和   年    月    日        

対象児童生徒   小・中・高    年   氏名（イニシャル）                               

１．どのようなご相談ですか？（○をつけてください）  

①行動面について  ➁学習面について  ➂コミュニケーションについて   

➃運動面について  ➄家庭に関すること  ⑥その他（             ） 

２．困っていることは何ですか？  

 

 

３．今後どのような方法をご希望ですか？  

 ①情報提供  ②アドバイス  ③ケース会  ④外部専門職との連携   

⑤道具の工夫環境調整  ⑥その他（        ）  

 担任→相談支援係へ提出をお願いします。  

2022 夏の教材・教具展 


